
 1 

 

 

    

   

  

   

 

 

 

 

 

 

 

       

 

  

 

 

 

 

  

  

 

 

                                                    

                                

                                 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

      

 

   

  

 

  

  

   

 

 

 

 

   

 

 

 

   

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

    

   

 

 

 

 

 

 

 

     

 

THE ROTARY CLUB OF PORT NAGOYA 

Weekly Report    

名 古 屋 み な と 

SERVE TO CHANGE LIVES.  奉仕しよう みんなの人生を豊かにするために   R.I．会長 シェカール・メータ 
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承 認 1966年 5月 12日 例会日 金曜日 12：30 

例会場 名古屋マリオットアソシアホテル 

事務局 TEL 052-221-7020 FAX 052-221-7023 

 E-Mail office@portnagoya-rc.com  

 URL http//www.portnagoya-rc.com 

会 長 栢森 雅勝   幹 事 岡田 雅 

広報・雑誌・会報委員長 長瀬 廣幸 

 

臨時増刊号４号 

2022 年(令和 4 年)1 月 21 日(金)  

 

会長挨拶         会長 栢森 雅勝君 

名古屋みなとロータリーの皆 

様、こんにちは。 

再びコロナが広がり、例会を 

休会することとなりました。 

みなさまにはご理解とご協力 

をお願い申し上げます。 

さて、今回は小ネタをひとつ。 

大英博物館で展示されている 

古代エジプトの石碑です。 

ロゼッタストーンが有名なのは、この石碑は３種類の 

言語で同じ内容が記述されており、当時解明されてい 

なかった古代エジプト語の解読に大きく貢献したから 

です。 

 

「フランス軍が発見した石碑」 

ロゼッタストーンが見つかったのは、1798 年からの 

ナポレオン軍のエジプト遠征です。 

このナポレオン軍は、エジプトへの侵攻になんと 167 

名の科学者や技術者の学術調査団を同行させていまし 

た。ナポレオンが遠征にあたって学術調査団を編成し 

た目的は、海を抑えていたイギリスに対抗するために 

エジプトの情報収集でした。学術調査団はその後何年 

にも渡り調査を行い、ヨーロッパにエジプトブームを 

引き起こしエジプト学いう分野を誕生させました。 

 

「なぜ大英博物館に？」 

イギリスに対抗するためにエジプト遠征をしたナポレ 

オン軍でしたが、陸軍が強いフランス軍に対し、海軍 

が強いイギリス軍を相手にエジプトでの戦いに苦戦 

し、1801 年 9 月 2 日にエジプトにいたフランス軍は 

イギリス軍に降伏し、ロゼッタストーンを含むフラン 

ス学術調査団の成果はロンドンに送られることとなっ 

た。しかし、ヨーロッパ大陸での戦争は、フランス軍 

は対仏同盟を打ち破り、エジプトでの仏軍降伏の約半 

年後の 1802 年 3 月 25 日にフランスとイギリスの間 

には和約(アミアンの和約)が結ばれました。 

「ロゼッタストーンの解読」 

ロゼッタストーンは、石碑表面が上下に三段に分かれ 

て表記されています。当初から異なる言語で書かれた 

ものであると考えられていました。実際、石碑には最 

上段に古代エジプト後の神聖文字(ヒエログリフ)、中 

段に民衆文字(デモティック)、下段はギリシア文字と 

なっています。 

解読は、まず当時から知られていたギリシア語から始 

まりました。ロゼッタストーンに書かれたギリシア語 

が完全に解読されたのは 1803 年のことでした。古代 

ギリシア文字は現在のアルファベットの元になる文字 

です。それに対しヒエログリフは鳥や人、動物の絵が 

使われている文字です。そのヒエログリフは表音文字 

だと、1814 年にイギリスの物理学者トマス・ヤング 

が発見します。そして 1822 年、ついにフランスのシ 

ャンポリオンがヒエログリフ、デモティックの解読に 

成功します。 

古代エジプト語の解読は、その後の古代エジプトの研 

究に大きく貢献しました。 

 

「ロゼッタストーンとは、なんだったのか」 

解読されたロゼッタストーンの内容は、プトレマイオ 

ス 5 世が紀元前 196 年に開かれたメンフィスの宗教 

会議の書き写したものでした。 

 

有名なロゼッタストーンは、フランス人が発見して、 

イギリス人が持ち帰り、解読はイギリス人の物理学者 

とフランス人によってなされ、古代エジプトの研究に 

大きな基礎を作ったと。ロゼッタストーンの価値は、 

その内容でなく、それを巡る物語にあるというのが面 

白いですね。 

 

以上で今回の挨拶とさせていただきます。 

mailto:office@portnagoya-rc.com
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幹事報告                  岡田 雅君 

新型コロナウイルス感染拡大につき、 

1 月 21 日、2 月 4 日の例会を休会及び大阪家族旅行 

会を中止とさせていただきましたが、2 月 18 日に 

WEB 例会を開催いたします。 

前年度同様に、例会形式で録画し、YouTube に動画 

をアップいたします。2 月 18 日配信予定です。 

準備ができ次第お知らせいたしますので、閲覧の程、 

よろしくお願いいたします。 

 

新入会員研修会報告      研修副委員長 栢森雅勝君 

とき  1 月 21 日（金）13：30～ 

ところ ダイコク電機（株） 

出席者 松本久君 

 

入会 3 年未満の会員を対象に「新人会員研修会」を開 

催いたしました。ロータリーの基本資料や昨年作成の 

研修資料、その他関連資料を用いて１時間ほど研修を 

行いました。ロータリーの原点を知る良い機会になっ

たと思います。 

卓話「職業奉仕と我が社の取り組み」 

名古屋掖済会病院 院長 河野  弘君 

「新型コロナウイルス感染と 

名古屋掖済会病院の対応」 

新型コロナウイルス感染が世界でパンデミックに発生 

してから 2 年となりますが、未だ終息の徴候はみられ 

ず、現在はオミクロン株による第 6 波が急拡大中であ 

ります。2020 年 3 月、導線を分けたコロナ病床が必 

要な事から名古屋掖済会病院に愛知県と協議し専用病 

床 13 床、重症 2 床として運用しました。その後、感 

染拡大に伴い増床し、2021 年 8 月の第 5 波では、コ 

ロナ病床 25 床（内重症 3 症）まで増やしました。名 

古屋掖済会病院は急性期医療と救急医療が特徴の病院 

です。コロナ専用病床を設置する際、内部に 2 つの意 

見がありました。コロナの受入は断り、コロナ以外の 

救急医療で頑張るという声もありました。しかし、救 

急患者の中には、発熱、呼吸困難などの症状で搬送さ 

れる患者さんもあり、区別は困難と考え、コロナ治療 

と通常医療を両立する、という方針で職員に周知しま 

した。院内クラスターの発生、職員の感染などの危機 

もありましたが、多くの知見、経験から乗り切ってき 

ました。ECMO 患者も 4 名治療しました。この間みな 

とロータリークラブを始め、多くの団体、個人から医 

療従事者支援を頂き、職員のモチュベーションが高ま 

り、職員一同感謝しています。有効な手立てであるワ 

クチン接種も近隣の医療従事者、地域住民、高校生な 

どに積極的に関わり、週 2 回、1 回 200 名以上の割 

合で接種を行ない、現在は 3 回目の接種中です。3 回 

目のワクチンはオミクロン株にも有効というデータが 

世界から出されており、副反応も 2 回目と同程度で 

す。接種可能な人は早く接種できるよう取り組んでい 

ます。最後にこの 2 年間、新型コロナウイルス感染に 

世界中が翻弄されていますが、通常の救急医療に影響 

がでてはいけません。助かる命が失われることのない 

よう努めるのが、医療従事者の責任と使命であるとい 

う思いで職員一同取り組んでいます。 
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卓話「職業奉仕と我が社の取り組み」 

グラフィックファイン株式会社 代表取締役 

加藤 嗣郎君 

「ロータリアンとしての職業奉仕活動」 

私が名古屋みなとロータリークラブに入会してちょう 

ど３年目に５０周年を迎えました。 

その記念事業の 1 つとして、５か年計画で杉江会長、 

深谷記念事業実行委員長のもと、宮城県東松島市にて 

「みなと友愛の森」事業として、松の植樹を地元仙台 

レインボーロータリークラブさんに協力の元、行いま 

した。 

私は杉江会長からそれに相応しい看板をつくってほし 

いと依頼されました。 

正直これは大変だぞと、その時思いました。なぜなら 

材料、大きさ、実際に現地での施工、予算等わからな 

いことだらけだったからです。 

幸い自治体の植樹のマニュアルがあり大変助かりまし 

た。予算的にはきびしいですがロータリアンとしての 

奉仕の心として意義に感じ、請け負った以上いいもの 

を作ろうと思いました。 

なぜなら５年間はこの東松島にロータリーのみんなで 

来ることになるので安い材料を使ったり、へんな物を 

作ると天候や自然による劣化が早くなりみなさんから 

クレームを受けたりするであろうと想像できました。 

ですから、カナダ産のメイプル材という硬い木材を使 

用し塗料と防腐剤を通常１回から２回でいいところを 

５回塗って絶対文句を言われないようにしました(笑) 

施工もベテランの職人と前乗りし、施工場所等打ち合 

わせし行い無事終了。 

職人には名古屋に帰ってもらい、地元の（株）ガーデ 

ン二賀地 田中社長と共に、後から来るメンバーがす 

ぐに植樹できるよう準備を手伝いました。 

その作業を終えると田中社長が仕事ぶりに大変喜んで 

くれて、ドライブに連れてってくれるとの事でした。 

松島を見てみたいと話し、いざ出発。 

海岸線を当時の震災の話をしてもらいながら走り続け 

ました。 

実際その時点で震災から４年半が過ぎていましたが、 

海岸線は津波での爪痕がそのまま残っており、４年半 

前の惨状のまま今後もそのままであろうと思えまし 

た。 

あの光景を見て、何か自分に出来ることはないかと今 

も思います。 

実際植樹する場所も津波被害をまともに受けており、 

表面は砂地ですが少し掘ると木片や瓦礫が出てきて汚 

泥や固い粘土層ととても植樹には不向き場所あり、他 

の団体の場所では松が植樹したままの状態でいっこう 

に成長しておらず雑草すら生えない場所でした。 

そのような場所で、わがみなとロータリークラブで 

は、田中社長の知己を得て植樹する際に一緒に栄養分 

を植えました。 

するとびっくりです。次年度に雑草がすごくて雑草を 

刈ってほしいと自治体からのクレームが会長の方にあ 

ったそうです。 

５年間行きましたが名古屋みなとロータリークラブ 

「みなと友愛の森」のところだけ松が青々と成長し続 

けています。 

松と同様に弊社の看板もきれいな状態で立っていま 

す。今回の事業を行い、奉仕の心を学びました。 

現在は、少しずつではありますがそのような気持ちで 

いつも相対しております。 

ありがとうございました。 
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月 日 今後の例会予定 

1 

21 休会 

28 

例会変更 

1/27（木）ガバナー公式訪問 

丸の内RC合同 クレストンホテル 

 

2 

4 休会 

11 休会 

18 Web例会（動画視聴） 

25 

例会変更→中止 

2/26～2/27 

家族旅行会（大阪） 


